
佐
屋
地
区
、

99
％
が
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル

下
村
一
郎
議
員

佐
屋
地
区
は
、

伊
勢
湾
台
風
時
に
は
長
期
間
水
に

つ
か
り
、
そ
の
後
、
1
メ
ー
ト
ル

以
上
地
盤
が
沈
下
。
佐
屋
地
区
の

99
％
以
上
が
マ
イ
ナ
ス
地
帯
。
一

番
低
い
と
こ
ろ
は
永
和
小
東
の
道

路
で
マ
イ
ナ
ス
２
・
６
ｍ
だ
っ
た
。

日
光
川
が
溢
水
、
決
壊
し
た
場

合
、
永
和
地
区
を
中
心
に
佐
屋
地

区
の
大
部
分
が
浸
水
の
恐
れ
が
あ

る
。市

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
永

和
学
区
の
全
域
が
２
ｍ
以
上
の
浸

水
を
予
想
し
て
い
る
、
３
ｍ
も
考

え
ら
れ
る
。

永
和
学
区
の
避
難
所
は
、
学
校

を
除
き
２
階
建
て
な
の
で
避
難
所

の
整
備
が
重
要
で
あ
る
。

浸
水
予
想
地
域
に

高
さ
の
あ
る
避
難
施
設
を

下
村
議
員

①
民
間
の
高
い
建
物

を
避
難
所
と
し
て
利
用
さ
せ
て
も

ら
う
よ
う
に
依
頼
す
る
こ
と
。

②
金
棒
町
、
東
條
町
、
本
部
田
町

な
ど
に
つ
い
て
は
高
い
建
物
が
な

い
の
で
３
階
建
て
以
上
の
高
さ
の

公
共
施
設
の
建
設
が
重
要
。

③
高
速
道
路
に
も
避
難
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

愛
西
市
も
で
き
る
よ
う
働
き
か
け

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

総
務
部
長

市
と
し
て
３
階
建
て

以
上
の
建
物
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

市
内
に
個
人
宅
を
除
き
約
80
棟
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
万
一
の
と

き
避
難
所
と
し
て
使
わ
せ
て
も
ら

う
よ
う
要
請
し
た
い
。

農
村
部
に
避
難
所
と
し
て
使
え

る
防
災
コ
ミ
ニ
テ
イ
は
必
要
だ
と

思
う
が
、
計
画
以
外
の
建
設
は
難

し
い
。

日
光
川
Ｊ
Ｒ
鉄
橋
か
さ

上
げ
と
堤
防
の
強
化
を

下
村
一
郎
議
員

日
光
川
堤
防
に

立
っ
て
、
西
を
見
る
と
永
和
台
、

南
西
を
見
る
と
大
野
町
。
津
波
が

さ
か
の
ぼ
っ
た
り
、
地
震
の
液
状

化
で
堤
防
が
陥
没
す
れ
ば
、
一
気

に
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

堤
防
の
中
で
も
関
西
線
の
鉄
橋

前
後
が
大
変
危
険
だ
。
線
路
は
堤

防
の
高
さ
と
同
じ
。
橋
げ
た
は
１
・

５
ｍ
下
が
っ
て
い
る
。

県
の
日
光
川
工
事
担
当
に
地
震

対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
い

た
と
こ
ろ
、
県
は
「
危
険
な
の
で

鉄
橋
を
あ
げ
る
方
針
が
決
ま
っ
て

い
る
が
、
10
年
以
上
か
か
る
の
で

は
な
い
か
」
と
説
明
し
た
。

鉄
橋
付
近
の
堤
防
は
液
状
化
対

策
工
事
を
行
っ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
対

策
は
。

経
済
建
設
部
長

鉄
橋
を
上
げ
る

よ
う
関
係
市
町
村
で
つ
く
る
日
光

川
改
修
同
盟
会

で
、
働
き
か
け

て
行
き
た
い
。

真
野
和
久
議
員

５
月
に
視
察
に

行
っ
た
浦
安
市
で
も
、
「
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
の
声
が
聞
こ
え
な
い
」

と
の
問
題
を
聞
い
た
。
戸
別
受
信

方
式
を
基
本
と
し
た
整
備
が
必
要

だ
。
ま
た
、
来
年
度
に
一
部
基
本

設
計
、
実
施
設
計
へ
入
る
と
い
う

こ
と
だ
が
早
く
方
式
を
決
め
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

総
務
部
長

現
時
点
で
は
、
方
式

は
未
定
。
電
波
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
て
判
断
す
る
。
今
年
度
中
に

方
針
を
決
め
る
。

高
齢
者
や
障
害
者
、
透

析
な
ど
施
設
避
難
の
対

応
の
徹
底
を

真
野
議
員

災
害
時
の
高
齢
者
や

障
害
者
な
ど
要
支
援
の
た
め
の
施

設
避
難
、
透
析
な
ど
の
医
療
対
応
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
の
協

議
な
ど
、
具
体
的
に
つ
め
て
い
か

な
け
れ
ば
災
害
時
に
対
応
で
き
な

い
こ
と
が
ま
だ
あ
る
。
徹
底
を
。

福
祉
部
長

要
援
護
者
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
で
今
年
度
、
福
祉
避

難
所
の
設
置
な
ど
を
検
討
し
て
い

る
。
ま
た
、
民
間
施
設
へ
の
協
力

を
調
整
し
て
い
る
。
支
援
セ
ン
タ
ー

立
ち
上
げ
は
重
要
な
の
で
つ
め
て

行
き
た
い
。
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下
村
「
民
間
の
高
い
建
物
を
避
難
所
に
」

市

「
三
階
建
て
以
上
の
民
間
の
建
物

に
協
力
を
も
と
め
る
」

６月議会報告

日
本
共
産
党

避
難
所
・
防
災
無
線
の
整
備
を
要
求

６
月
議
会
で
は
、
15
人
が
一
般
質
問
に
立
ち
、
多
く
の
議
員
が
東
日
本
大
震
災
を
受
け
防
災
対
策
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
愛
西
市
議
団
は
、
下
村
一
郎
議
員
、
真
野
和
久
議
員
が
防
災
対
策
の
質
問
を
行
な
い
ま
し

た
。

昨年の猛暑もあって、学校の冷房を求める声が

強まっていたことから、愛西市は３月議会の補正

予算で８６１６万円の扇風機設置予算を組みまし

た。７月初めまでに、小中学校のすべての普通教

室と特別教室の天井に４基ずつ、合わせて１３３

２基の扇風機の設置工事が完了しました。

子どもたちは「授業中涼しくなった」と喜んで

おり、先生も「生徒がだれる事なく授業に集中し

ている」と話しています。

日本共産党は、早くから扇風機･エアコンの設

置を強く求め、教室の温度測定をさせるなどして

きました。

大好評！ 小中学校に扇風機設置

愛西市の主な地点の標高

【佐屋地区】

市役所 －1･3ｍ 佐屋ピアゴ南道路－1･7ｍ

佐屋駅南道路 －0･8ｍ 五ノ三駅北道路 －1･8ｍ

西保町釈迦堂前 0･4ｍ 名神団地道路 －1･9ｍ

佐屋西小グランド－0･7ｍ 永和台南道路 －2･1ｍ

永和小東道路 －2･6ｍ 冨吉駅北道路 －2･0ｍ

【立田地区】

立田庁舎前道路 －0･4ｍ 道の駅前道路 －0･4ｍ

福原分校北道路 2･2ｍ

【八開地区】

八開庁舎前道路 3･8ｍ 開治小学校グランド2･0ｍ

【佐織地区】

佐織庁舎前道路 0･0ｍ 佐織総合グランド 1･0ｍ

西川端小グランド 1･0ｍ

※下村一郎議員調べ

愛西市の防災同報無線の整備状況

・佐織地区‐屋外スピーカーと各家庭の戸別受信機
（現在の戸別受信機は、周波数統一時に廃止）

・立田地区‐屋外のスピーカーのみ

・佐屋地区・八開地区‐未整備

真
野
「
戸
別
受
信
方
式
で
防
災
同
報

無
線
整
備
を
」

市

「
今
年
度
中
に
方
式
を
決
定
す
る
」

「
市
民
防
災
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
！



永
井
千
年
議
員

統
合
庁
舎
の
職

員
数
３
３
０
人
、
支
所
の
職
員
数

24
人
の
根
拠
は
。

ま
た
、
統
合
庁
舎
の
面
積
、
概

算
費
用
35
億
円
を
縮
減
せ
よ
。

企
画
部
長

正
職
員
２
９
４
人
、

臨
時
職
員
36
人
、
支
所
は
最
大
で

立
田
・
八
開
6
人
、
佐
織
12
人

と
想
定
し
た
。

面
積
は
、
建
替
分
８
５
５
０
㎡

と
旧
庁
舎
利
用
分
で
計
１
１
５
０

０
㎡
の
規
模
で
設
定
し
た
。
35
億

円
は
最
大
で
か
か
る
費
用
。
出
来

る
限
り
安
く
は
大
前
提
だ
。

永
井
議
員

支
所
は
、
住
民
の
要

望
の
強
い
永
和
出
張
所
を
含
め
て

４
カ
所
に
す
べ
き
だ
。

支
所
は
市
民
に
直
結
す
る
サ
ー

ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
活
動

や
苦
情
の
相
談
的
業
務
を
丁
寧
に

行
っ
て
こ
そ
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の

総
合
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
な
る
。

再
検
討
を
。

企
画
部
長

支
所
を
３
カ
所
と
し

た
の
は
苦
渋
の
決
断
。
地
域
住
民

の
相
談
は
柔
軟
に
対
応
す
る
。

永
井
議
員

海
部
南
部
水
道
企
業

団
の
料
金
問
題
等
検
討
委
員
会
は
、

「
料
金
は
引
き
下
げ
ず
、
当
分
現

行
料
金
で
行
く
。
使
用
料
金
の
細

分
化
も
次
の
料
金
改
定
の
時
に
検

討
す
る
」
と
い
う
大
変
残
念
な
結

論
を
出
し
た
。
市
長
は
ど
の
様
な

意
見
を
主
張
し
た
の
か
。

市
長

愛
西
市
は
三
つ
の
水
道
料

金
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し

て
ほ
し
い
。
現
段
階
で
の
値
下
げ

は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
述
べ
た
。

永
井
議
員

市
の
水
道
料
金
の
統

一
の
日
程
を
明
ら
か
せ
よ
。
八
開

の
月
額
水
道
料
金
の
基
本
水
量
20

ト
ン
を
直
ち
に
10
ト
ン
に
す
る
よ

う
重
ね
て
求
め
た
い
。
ま
た
、
公

共
下
水
も
含
め
た
下
水
料
金
の
統

一
の
日
程
も
明
ら
か
に
せ
よ
。

上
下
水
道
部
長

八
開
の
月
額
基

本
水
量
10
ト
ン
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

市
長

佐
織
を
県
水
１
０
０
％
に

近
づ
け
る
べ
く
お
願
い
し
、
料
金

改
定
を
す
す
め
る
。
そ
の
後
八
開

と
の
料
金
の
統
一
を
考
え
て
い
る
。

今
、
何
年
に
統
一
す
る
と
い
う
状

況
で
は
な
い
。

上
下
水
道
部
長

農
業
集
落
排
水

事
業
は
、
現
在
、
地
区
別
で
料
金

統
一
を
行
っ
て
い
る
。
公
共
下
水

も
含
め
た
料
金
統
一
は
少
し
時
間

が
必
要
。
５
年
後
の
検
証
を
も
と

に
料
金
の
統
一
を
と
考
え
て
い
る
。

加
藤
敏
彦
議
員

福
島
原
発
の
事

故
は
、
原
発
頼
み
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
を
21
世
紀
も
続
け
て
い
い
の

か
と
問
い
を
突
き
つ
け
た
。

①
市
長
は
、
福
島
原
発
の
事
故

を
ど
の
よ
う
に
み
て
い
る
か
。
ま

た
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

に
つ
い
て
の
考
え
は
。
②
愛
西
市

の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
推

進
と
節
電
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長

ま
さ
に
、
安
全
神
話
で
は

な
か
っ
た
か
。
原
子
力
発
電
に
よ

る
電
力
供
給
は
、
今
後
極
め
て
厳

し
い
状
況
に
な
る
と
思
う
し
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
移
行
す
べ
き
と

考
え
る
。

太
陽
光
発
電
な
ど
、
で
き
得
る

助
成
を
し
て
き
た
。
予
算
や
他
の

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
も
、

今
後
検
討
し
て
い
か
な
く
て
は
い

け
な
い
。

総
務
部
長

太
陽
光
発
電
は
、
総

合
斎
苑
に
設
置
。
今
後
、
新
築
の

給
食
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、
増
築
庁
舎
に
設
置
し

た
い
。

節
電
は
①
庁
舎
の
温
度
、
②
み

ど
り
の
カ
ー
テ
ン
、
③
ク
ー
ル
ビ

ズ
で
対
応
し
て
い
る
。

市
民
生
活
部
長

24
年
度
の
太
陽

光
発
電
の
助
成
は
増
額
を
要
望
し

て
い
く
。

加
藤
議
員

愛
西
市
は
、
「
非
核
・

平
和
都
市
宣
言
」
、
中
学
生
代
表

の
平
和
広
島
派
遣
、
平
和
コ
ー
ナ
ー

の
設
置
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
①

平
和
市
長
会
議
へ
の
加
盟
、
②
被

爆
者
の
体
験
を
聞
く
機
会
を
設
け

る
、
③
平
和
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
を

行
っ
て
ほ
し
い
。

市
長

市
長
会
議
へ
の
加
盟
の
問

題
も
含
め
て
平
和
行
政
は
他
の
自

治
体
に
見
劣
り
し
な
い
対
応
を
し

て
い
く
。

福
祉
部
長

被
爆
の
体
験
を
直
接

聞
く
行
事
は
な
い
が
、
広
島
派
遣

事
業
を
文
化
祭
や
全
校
集
会
で
生

徒
が
共
有
し
て
い
る
。
老
人
ク
ラ

ブ
に
お
願
い
し
て
戦
争
体
験
を
聞

く
学
校
も
あ
る
。

折
り
鶴
平
和
コ
ー
ナ
ー
は
８
カ

所
に
設
け
、
原
爆
パ
ネ
ル
は
佐
屋

公
民
館
と
立
田
と
八
開
の
庁
舎
の

３
カ
所
に
展
示
す
る
。

真
野
和
久
議
員

滞
納
額
50
万
円

以
上
を
選
び
「
西
尾
張
地
方
税
滞

納
整
理
機
構
」
に
出
し
て
い
る
が
、

市
は
ど
の
よ
う
に
引
き
継
い
で
い

る
の
か
。

総
務
部
長

４
月
20
日
に
引
き
継

ぎ
予
告
通
知
書
を
送
り
、
４
月
28

日
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、

整
理
機
構
へ
の
引
き
継
ぎ
を
通
知

し
た
。
引
継
ぎ
は
き
ち
っ
と
や
っ

て
い
る
つ
も
り
だ
。

真
野

滞
納
し
て
い
る
市
民
か
ら
、

「
整
理
機
構
」
へ
電
話
を
し
た
ら
、

「
一
括
で
払
え
。
で
き
な
け
れ
ば

差
し
押
さ
え
を
す
る
。
銀
行
か
ら

も
一
括
で
支
払
え
と
言
わ
れ
る
。

警
察
も
来
る
。
こ
こ
に
住
ん
で
い

ら
れ
な
く
な
る
。
給
料
も
全
部
差

し
押
さ
え
に
な
る
」
と
言
わ
れ
た

と
相
談
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
明
ら

か
に
違
法
な
取
り
立
て
。
滞
納
整

理
は
、
生
活
を
壊
し
て
は
だ
め
だ
。

生
活
再
建
も
含
め
て
対
応
す
る
の

が
基
本
で
は
な
い
か
。

副
市
長

適
切
な
指
導
を
県
の
指

導
を
得
て
す
す
め
て
い
く
。
言
葉

使
い
な
ど
は
適
切
に
指
導
を
す
る

が
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
徴
収
に

あ
た
る
。
既
定
の
方
針
ど
お
り
す

す
め
る
。
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永
井
千
年
議
員

支
所
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
、

本
庁
舎
の
増
改
築
は
必
要
最
小
限
に

日
本
共
産
党
議
員
の
一
般
質
問
か
ら

加
藤
敏
彦
議
員

危
険
な
原
子
力
発
電
か
ら

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
転
換
を

真
野
和
久
議
員

「
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
」

市
民
の
生
活
を
壊
す
取
立
て
を
許
す
な

上
水
道
・
下
水
道
の

料
金
改
定
と
統
一
を

○原発事故は、広範囲に将来にわたって人や地域に

被害が起きる、類のない危険があります。

○原子力発電で出る「死の灰」（放射性物質）を安

全に管理する技術はありません。「使用済み核燃料」

を安全に処分する方法もありません。

○日本は世界有数の地

震国・津波国。地震の

ない安全なところはあ

りません。特に静岡県

の浜岡原発は東海地震

の震源域の真上にあり、

大変危険です。

発電に占める原発の割合は約25％。日本共産党

は、５年～10年で①消費電力を10％削減、②現在

９％の自然エネルギーを2.5倍にに引き上げること

を提案しています。

原発ゼロ・浜岡原発廃炉の署名に
ご協力ください

地方税滞納整理機構とは

住民税、固定資産税、国民健康保険税など

の滞納解決のために、県と市町村が作った組

織。

滞納額や資産状況などの基準で市町村が機

構に滞納整理を任せます。

機構の滞納者の生活状況を考慮しない強引

な取立てが全国で問題になっています。

被
爆
者
の
体
験
を
聞
く

会
な
ど
平
和
行
政
を
さ

ら
に
す
す
め
よ
う

５年から10年で

原発廃止しよう！


